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1 .研究の背景・目的

生態系サービス (EcosystemServices) とは、我々の日常・非日常の生活における活動や事

象に対し、生態系がもたらしてくれるサービスのことである。この生態系サービスという概

念は、 2001年から 2005年にかけて国際連合が実施した「ミレニアム生態系評価 (MA) J 

で、人間に対する生態系サービスの評価を行ったことから世界的に広まった。

現在、生態系サービスは、その内容から 1)食料や水、木材などを我々に提供する「供給的

サービス」、 2)気候緩和や農作物の花粉媒介を促すなどの「調節サービス」、 3)観光レクリ

エーション的利用や伝統文化を育むなどの「文化的サービス」、 4)山地災害・土壌流出の軽

減や水源かん養などの「基盤的サービス」、の 4つに分類されている。上記 4つの分類のう

ち、観光レクリエーションに最も深く関わるサービスは「文化的サービス」である。

本研究では、森林国である日本の中山間地域(福島県南会津地域)を対象に、森林生態系

サービスが観光レクリエーション的利用に与える影響について、メッシュ分析を用いた地理

的解析を行い考察した。

2. 対象・方法

(1)対象地

対象地は福島県の南会津地域の 5町村(只見町・槍枝岐村・昭

和村・南会津町・下郷町)とした(図 1)。この地域は県の南西部、

新潟、群馬、栃木県との県境に位置する。自然環境としては「尾

瀬国立公園 j や「越後三山只見固定公園」をはじめとする自然

公園や雪深い山々、広大なブナの原生林に固まれ、冬の多雪に

より 1年を通じて豊かな水が供給され美しい渓流と川|が流れて

いる。観光レクリエーションについては、自然条件を生かした

登山やスキー、渓流釣りや山菜採り、グリーンツーリズムやエ

コツーリズムの取組みが行われている。

( 2 )方法

図 1 対象地位置図

方法としては、対象地域内を 3次メッシュ (lkmメッシュ)に区切り、各メッシュ内に存在す

る既存観光資源・施設数を把握し、それらの重要度を算定した上で、 5x5メッシュのフィルタ

リング法 1)により各メッシュの得点を数値化し、メッシュ図を作成した。なお、対象地域内の

既存観光資源・施設数の把握については、日本観光協会の「全国旅そうだんj データベース 2)

を活用し、位置を正確に把握するために現地のグランドトゥルースを行った。

次に、上記の手法で作成されたメッシュ図の高ポテンシャル地の得点、内訳を調べ、得点形成

に森林生態系サービスがどの程度寄与しているのかについて分析を行った。

46 



3. 結果及び考察

(1) メッシュ解析の結果

「全国旅そうだん」データベースに記載されてい

る位置が特定可能な観光資源・施設は全部で 236

存在した。

そして、フィルタリング法で解析した結果、 42

箇所の高ポテンシャル地域を見いだすことができ

た(図 2)。

42箇所の高ポテンシャル地域のうち、主に純粋

に自然資源に依存した地域が 17箇所、40%を占め

ていた o しかし、その 17箇所のうち、 12箇所、
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図 2 42箇所の高ホ。テンシャル地域

つまり 29%は高ポテンシャル地域の中では下位層に位置していた。

高ポテンシャル地域のベスト 10に限れば、40%が自然風土に根ざしているものの区分的に

は文化資源に依存する観光レクリエーション地域であった。

つまり、自然資源依存の高ポテンシャル地について、笛所数は多いが高い得点の箇所はさほ

ど多くないという状況が今回の調査から明らかになった O

(2) 考察

上記の結果を元に、対象地の地形と組み合わせた

考察をすすめたところ、図 3のとおり山頂付近の森

林生態系サービスの影響が強いウィルダネス的利用

地域と、谷部に位置する山からの供給サービスを享

受して成立する既存観光地に大きく二分されること

が分かった。そして、その中腹にあたる地域は山菜

.きのこ採取や・渓流釣りなどデータベースでは把

握が難しい利用にあてられていることが追加の聞き

取り調査で明らかになった O

4. まとめ

図 3 生態系トヒ守スと地形と

の関連(概念図)

以上、南会津の観光資源・施設の分布状況をメッシュ地図化し、フィルタリング法により

236箇所の集散状況を解析し、 42箇所の高ポテンシャル地域を見いだした。

高ポテンシャル地域の 3分の 1は、自然資源に依存した地域であったが、上位地域に限

ると文化資源依存型の比率が多くなっていた。

高ポテンシャノレ地域の地形と土地利用に着目すると、山頂・尾根か谷あいに集中した。し

かし、中腹も山菜・きのこ取りなどのフィールドと場所的棲み分けがなされている状況が把

握された。

なお、本研究は、環境省の地球環境研究総合推進費 (H・081)の支援により実施された。
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